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村瀨孝生（宅老所よりあい）
安立清史（社会学）

老いの前では
言葉は無力か？
〈いま、ここ〉で必要なことは――。
本書は、老いてゆく人とそれを見守る
人たちに読んでもらいたい。
ひとりひとり違う老いのエピソードを
新たな視点で紹介。老いを受け容れる
視野が広がります。
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ドラマツルギー
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